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釜石市唐丹町片川地区の皆さんとの交流会 

・日 時 2016 年 6月 23日（木）10時～14 時 

・会 場 釜石市唐丹町片川集会場 

・内 容 1、祈りのハープ演奏（リラ・プレカリア） キャロル・サック 

        2、講 演 「唐丹町訪問 5年間を語る 」堀 泰雄 

        3、交流お茶会  表千家岩手支部      北田光子、高舘千枝子 

        4、昼食会・アトラクション（しゃくなげの会、堀泰雄-腹話術） 

 

  ― ― 

               キャロル・サック（日本ルーテル社団） 

 

６月２２日－２３日、私には５回目になりますが、唐丹

町を尋ねることがゆるされました。 

しかし、大人のための訪問は初めてです。 

２２日（水）の３時、打ち合わせのために公民館に着きま

した。私のために準備してくださった８人の女性達の暖

かい歓迎に心を打たれました。皆様の笑顔と、おいしいケ

ーキのおかげで、心から安心できました。  

 

次の日の準備をして、私は「もしよかったら、花を少し

とキャンドルをハープのセッティング用に貸してくださ

いませんか？」と勝手に尋ねました。すると、公民館の隣

に住んでいらっしゃる加藤さんが、すぐに紫の美しい大き

い丸い花を自分の庭から持ってきてくださいました。 

ほかに、キャンドルも持ってきてくださいました。その

キャンドルのロウソク立てを見てびっくりしました！な

ぜなら、それはスエーデンの伝統的な「ダラ馬」だったか

らです。 

私はスエーデン系ですが、この日本の小さな遠い村で、ダ

ラ馬に会えるなんて想像できませんでした！実は、５年



前、私が唐丹小、中学校に初めて来るきっかけになったのも〜何と！別のスエーデンの伝統の「聖ルチア祭」で

した。 

私達は３年続けて１２月１３日に「唐丹ルチア祭」をしました。しかし、加藤さんはそのことについて何もご存

じなかったようです。何となく、唐丹と私の先祖のスエーデンに、不思議なつながりを感じました。 

 

次の日、３０人くらいの方がイベントにいらっしゃいました。高舘さんの司会で自己紹介をし、皆様と仲良く

なりながらいっぱい笑いました。次に堀さんが興味深い唐丹町の関わりについて話しました。私もたくさんの思

い出が湧き上がりました。それから北田さんの指導で、一人一人が皆、抹茶と和菓子をいただきました。   

その後、私は自分の「パストラル・ハープ」の活動を紹介して、部屋を少し暗くしました。そこで、皆様に目

を閉じて頂き、１５分間くらいハープと歌声を聴いていただきました。次に、私は３年前、唐丹小、中学校の生

徒さん達のために作曲した「I, YOU, WE」の歌をハープの伴奏で歌いました。この歌を通して、自分の気持ちを

伝えました。：私 ( I ) キャロルと唐丹町の子供達 ( YOU ) には〜〜文化、言葉、習慣、食べ物などの違いがあ

ります：（コーラス）🎵「But we are friends, but we are friends, Friends in the human family. 」🎶（だけ

ど皆、友達なんだ〜〜同じ星に生まれた）（続いて、）悲しいことに、昔私たちは戦争で戦いました。お互い

に自分たちだけが正しいと信じていました。でも、結局、本当は敵ではなく、兄弟姉妹でした！同じ人間なので、

お互いの違いより、たくさんの共通点の方が大事です。（特に「愛されている」ことが私たち人間みんなに必要で

す。）ですから、友達以上の家族なのです〜「同じ地球（星）に生まれた。」 

この歌を初めて唐丹町の友達の前で歌うことができてとても嬉しかったです。 

お昼ご飯を食べて、また堀さんの腹話術の楽しい笑い話の後、４時間のプログラムはあっと言う間に過ぎました。 

 

私にとって一番貴重な瞬間は次の出来事でした。車に乗る直前、台所にいた一人の女性が私のところに来て、

「握手していいですか？」と尋ねてくださいました。とても嬉しかったですね！二人で暖かく握手しました。す

ると、台所にいたほかの８−１０人くらいの皆さんが同じように大きな笑顔で、握手しに出て来てくださいまし

た！ 私は本当に心の底から喜びに満ち溢れました！ 

とうとう玄関を出る時、突然、皆さんが🎵「But we are friends, but we are friends, Friends in the human 

family. 」🎶（だけど皆、友達なんだ〜〜同じ星に生まれた）と歌い始めました。私も歌いながら、車に

乗って帰りました。忘れられない楽しい二日間でした。 

 



唐丹希望基金と片川地区交流会に参加して 

        立石隆幹（釜石市甲子町） 

 

初めて参加した人は、感想文を提出するよ

う要請されましたので、感じたままの感想を

書かせていただきます。唐丹希望基金の活動

の素晴らしさについては、家内から高館先生

の活動について、時々、聞かされておりまし

たので、少しだけですが知っておりました

が、本日の交流会に参加して、資料やら、冊

子をいただき、講師先生方の活動の素晴らし

さを改めて知ったところです。 

交流会の為に、遠い唐丹まで、それぞれの

講師先生方が、自らの資料や道具を持参し、

講話をして下さり、堀先生の講話には、唐丹

の子供達の姿が手に取るように浮かんでき

ました。学校行事に合わせて何回も足を運び、ご支援下さっていることに対し心から感謝申し上げます。 

また、震災の遺品についても、カップの欠片に書かれた唐丹小学校の校歌を見つけて、その欠片をビニー

ル袋に入れて保存されており、その遺品を私達に見せながらのお話の数々、ただ、ただ、感動致しました。 

キャロル・サックさんの、ハープ演奏と歌を聞かせていただき、その静かな音色に魅了させられました。 

実際、ハープにも触ってみることが出来ました。本当にすばらしい体験をありがとうございました。 

北田さんのお茶も飲ませていただき、私共には滅多にいただく事のないお茶です。ごちそうさまでした。 

短時間で、いろいろと勉強になりました。代表者の高舘先生はじめ、堀先生、キャロルさん、北田さん、ご

苦労様でした。 

 2020 年まで継続して支援して下さるとのこと、本当にありがとうございます。唐丹に関係ある者の一人

として心から厚くお礼申し上げますと共に講師先生方の増々のご健康とご活躍を心から祈念申し上げ、感

想とお礼の言葉とさせていただきます。 2016 年 6 月 24 日 

            唐丹希望基金交流会に参加して 

           立石
たていし

 孝子
の り こ

（釜石市甲子町） 

平成 28 年 6 月 23 日、片川集会所での交流会に参加し、高館先生、堀先生には二度目の再会でした。 

初めてのキャロル・サックさんのハープ演奏。目を閉じての静かな音色と部屋の雰囲気、何とも言えない心

温まるケアーの音色のとなりました。ハープは近い場所で聴き、見る、触るのは、初めての体験です。 

ありがとうございました。 

 北田さんにはお菓子付きの抹茶のお点前をいただき、口からの食は誰もが喜び求める一品です。ごちそう

さまでした。 

 この会を企画して下さった高館先生、堀先生、遠路、わざわざ、片川の私達の気持ちのケアー、ありがと

うございました。唐丹小中学校児童、生徒の皆さんに、震災から 10 年間のご支援をいただいている事、私

共まで、心温まる体験を頂き、ありがとうございます。堀先生の腹話術。岩手に住んでいながら、岩手の知

らない部分を知ることも出来ました。心から、お礼を申し上げます。ありがとうございました。 



釜石市唐丹町片川地区交流会   堀 泰雄 

2016 年６月 22 日―24 日 

 

 6 月 23 日、唐丹町片岸の片川地区で交流会が行われることになった。これは、代表の高舘さんが、岩手県高齢

者社会貢献活動サポートセンターの「平成 28 年度ご近所支え合い助成金」と岩手県表千家同門会の震災支援金

を得て企画したものだ。それで、講演者には、交通費と宿泊費が出た。 

22 日 2 時ごろ釜石に到着、そこで高舘さん、ハープ奏者のキャロル・サックさん、同門会の北田光子さんと合

流して、事前打ち合わせのために、唐丹へ向かう。片川地区は、学校のある小白浜の南、片岸から山手に入った

ところにある。あいにくの雨だ。 

国道から見ると、唐丹小中学校の校舎はかなり出来上がっている。聞くところによると、設計は、オリンピッ

クスタジアムの落選案を出した建築家だと言うが、建築がこりすぎていて当局からクレームがつき、設計をやり

直し、そんなこともあって完成が 1 年遅れる。一部は？木造建築らしい。 

 

手前は現在の仮設校舎。後ろが新校舎。斜面を切り開いているので、3 層になるらしい。 

片川集会場では、河東（かとう）さんほか、担当の人が待っていてくれた。翌日の会場作りなどを行った後、

すぐ隣にある河東さんの庭を訪問した。河東さんは、震災で家を失ったが、ここに新築できた。家も素敵だが、

庭が素晴らしい。菖蒲や、高舘さんが全国の支援者に送っているギンガジウムという花などが、しっとりとした

雨の中で、生き生きと咲いている。南側には小川が流れ、今はそこにカワニナを放して蛍を呼ぼうとしている。

隣の家も新築だ。しかし、すぐ下には仮設住宅、その隣には一戸建ての「震災復興住宅」と、3 種類の住環境が、

目に見える形で共存している。これはお互いに辛そうだ。また新築をしたからといって、全部を自己資金で建て

られる人はそう多くはいないだろうから、一見「裕福」に見えても、内実はローンで大変、ということもある。 

さて、翌 23 日、10 時から唐丹町片川地区交流会が始まった。40 人近くが集まったが、多くは女性のお年寄り

で、釜石支援で東京から来たという若夫婦が赤ちゃんを連れてきたのが、うれしい例外である。 

 内容は、１．参加者自己紹介 ２．唐丹支援の 5 年間（講演 堀泰雄） ３．ハープ演奏（キャロル・サッ

ク） ４．献茶（同門会）、そして昼食会と腹話術「宮沢賢治とエスペラント」（堀泰雄）であった。 

 私の講演では、この 5 年間、私が唐丹支援でしてきたこと、たとえば、唐丹との出会い、卒業式や学習発表会



への参加、フランスでの 3 年間の講演旅行、唐丹小学校の学校便りのエス訳と世界への送付、被災地訪問のエッ

セーや写真集の出版など、を詩のようなものにして、話した。それは、このエッセーの最初に載せたので、読者

は既にお読みのことと思う。 

私の後にキャロルさんが登場した。キャロルさんはスウェーデン系のアメリカ人で、もう日本で宣教師として

長く活動していて、日本語も上手だ。JELA（Japan Evangelical Lutheran Association 日本福音ルーテル社）に所

属していて、普段は、病床にある人、人生の最後を迎えようとしている人に、ハープと歌による祈りを捧げなが

ら奉仕をしている。その奉仕を、リラ・プレカリア（祈りの竪琴）と呼んでいて、その講習もしている。パンフ

によると、「リラ・プレカリアは音楽療法ではなく、一つの祈りの形です」といい、すぐ下には、聖書から次の言

葉が引用してあった。 

「ダビデが傍らで竪琴を奏でると、サウルは心が休まって気分が良くなった」 

今年の１月には、吉永小百合さんの映画「母と暮らせば」の公開イベント「吉永小百合 長崎朗読会～語り継

ぐ祈り」で、朗読に合わせてグレゴリオ聖歌「神の子羊」を竪琴で演奏した。悔い改めと祈りの歌である。終わ

ってから舞台の袖で二人は抱き合ったのだそうだ。 

 
「鎮魂の歌」を歌う高舘、キャロル、堀。 

左の花は、ギンガジウム。馬は、スウェーデンの伝統的な馬 

 

キャロルさんは、震災からの３年間、クリスマスに合わせて唐丹の子どもに竪琴を聞かせた。震災で心に傷を

負った子どもたちの心を慰めようという企画で、これにはアメリカから「祈りのショール」が何十枚も送られて

きて、ハープ演奏中に、私たちが子どもたちの肩に掛けてあげた。この３年間は、お互いに話はするもののそれ

ほど親しくはなかったのだが、今回の交流会で２日間を過ごして、その素晴らしい人柄に感銘を受けた。 

自己紹介の間に、表千家の支援で、皆にお茶が振舞われた。お菓子は地元の新沼菓子店のもので、震災支援も

兼ねて、会合の折にはここで買っている。お昼には一緒にお弁当を食べた。昼食の終わりごろには、促されて「宮

沢賢治とエスペラント」という演題で腹話術を見せる羽目になった。岩手県に来たのだから、何か岩手らしい出

し物が良いな、と前の日に急きょ考えたものだが、釜石線２９の駅全てに、エスペラントの愛称がついているこ

となどをテーマにしながら、ケンちゃんが縦横に喋りまくった。本当に、ケンちゃんの威力はすごい。皆、ケン



ちゃん風にしゃべり出し、雰囲気がガラッと変わる。この６月には、毎週のようにどこかに現れては、会を盛り

上げている。 

交流会には、皆がとても感動したようで、残った役員との名残が尽きなかった。中には涙ぐんでいる女性もい

た。最後に、 

So we are family, yes, we are family, 

Together in the human family. 

と、唐丹との絆を歌ったキャロルさんの歌「I, You, We」のさわりの部分を歌って別れた。本当に良い集いだっ

た。 

 

「岩 手 訪 問 記」  
後藤義治さんは、5 月 15 日～17 日まで岩手県を訪問しました。 

「岩手訪問記」を寄稿していただきましたので、3 回シリーズで掲載します。 

 1、「釜石市立唐丹小学校の今」   EEC 通信 72 号（7 月号） 

   2、「旅での出会い」        EEC 通信 73 号（8 月号） 

   3、「旅の路すじ」         EEC 通信 74 号（9 月号） 

 

           

 後藤 義治 (北海道札幌市在住)  

 

 遅い春、野の花も樹々の花も咲き過ぎた頃、私の日程に一週間程の余りが出た。 

岩手県矢巾の高舘千枝子さんが人生をかける様に取り組み、エスペランチストの堀 泰雄さんををも、瞬時

に、活動に取り組む決断をさせた唐丹。私は、ふと、その子供達に会ってみたいものと札幌を後にした。 

 



○想いおこせば 

 平成 23 年 3 月 11 日、東日本の沿岸部に巨大な津波が襲いかかった。死者、行方不明者は岩手県だけで

も 6249 人にも達した。その最前部に唐丹小学校が建っていた。学校は最上階まで冠水し、体育館も無残な

姿と化した。津波が唐丹町の片岸をなめ尽したのは、授業終了後とあって、児童が学校での集団被害は免れ

たが、でも避難場所に遠い児童もいたと聞く。授業再開まではひと月程かかったが、仮の教室は山を越えた

８㎞も先の平田小学校だった。地元の唐丹に戻るにはさらに１年かかった。 

 こんな運命にもて遊ばれたとしか言いようのない子等ではあるが、今は元気に勉強に励んでいる。しかし

言うまでもなく今だに仮校舎である。 

 

○校舎を訪れる 

 プレハブの入り口らしい所を探し当てるのに一瞬戸惑ったがすぐにわかった。でも玄関に入ると、そこは

中学校の入り口だった。靴箱を見れば中学生の靴と小学生の靴はまるで違うから、すぐ、わかるはずだが、

子供の生活になじみの薄い私は気さえつかなかったのは情けない。つまらん話をしてしまったが、大人の生

活と子供の違いを教えられたようで勉強にはなった。やはり学校へは足を運んで見るものですね。通りがか

りの先生の示した方へ進むと、境界にはガラス窓の引き戸があって、開けると、ちょうど給食が終わった所

なのだろうか、エプロンを付けた小さな子供達が５人、大きな声で「コンニチワ！」とあいさつしてくれた。

ちょっとびっくりしたが、母の膝の中にいたであろう子等が、２カ月を経ずしてこんなに成長している、教

育の力を実感する。職員室で来訪の意を告げると、すぐ、居合わせた先生が校長室へ案内してくれた。 

 

○一条直人学校長 

 若い校長先生はパソコンに向かって何か仕事をしている様子だったが、心よく迎えてくれた。挨拶を交わ

したあとで、被災地の教育責任者として色々な想いもあろうかと「赴任して長いのですか」と尋ねると「ま

だ２年程です」との返事がかえって来た。前任地では中学校で教鞭を取っていたと言う。昇進とは言え、被

災地での管理職を務めるには相当の覚悟もいっただろうと思う。私も現職の先生と面と向かってお話しす

るのはずい分昔の事だ。でも、校長先生には負担を感じさせない優しさがあった。被災状況の事、子供達の

事、子供達の保護者の事、新しい学校の立地条件の事、進捗状況の事など、実にわかりやすい説明だった。 

 私が子供達の勉強している所を見たいというと気軽に案内してくれた。 

 



○授業参観 

 英語の授業は５年生。外人助教が付いて１から 31 までの序数詞と 1 月から 12 月までの月の名を学んで

いた。視聴覚の補助としてビデオも使い、先生も助教の外人もほとんど日本語は使わない。誕生日をテーマ

とし、先生と助教が模範を示す。黒板には「What is your birthday」と書かれている。手を上げた生

徒から順に助教の質問に英語で答える。終わると立場を替えての対話をする。次いで、1 から 31 までを、

1 月から 12 月までを反復練習。これで本当に英語が身につくのか私にはわかりませんが、国際化が進む中

で物怖じしない人間には育つかもしれない。突飛な話で恐縮ですが、私がちょうど同じ年には鬼畜米英をた

たき込まれていた。２カ月後に終戦を迎え、価値観が一変する。先生達はさぞかし苦悩の毎日であったと思

う。 

○学習効果は 

 ３年生の授業だったろうか、それぞれがプラモデルの車を使って電池の接続法を学んでいた。並列と直列

の切り替えで自動車のパワーが上がったり、走行距離がのびたり、スピードに変化をつけたりする。具体的

な実験を通しての学習だ。子供達が楽しみながら知識や技術を身につける。とても良い方法に見える。プラ

モデルは個人で買うのか学校の備品なのか聞きもらしたが、その分の出費は必要だ。そう言えば最近、大手

の電機メーカーが協賛して本物の電車を単 3 の電池だけで走らせた。これをやったのは高校生のグループ

だという。この授業法を用いれば、学習効果ばかりではなく、落ちこぼれの生徒もいなくなるだろう。 

 何はともあれ子供達は、元気はつらつと学校生活を送っていたのは、とてもうれしかった。 

 

○本の事 

 私は子供の時、本が大好きだった。多分遊び道具は石ころと棒切れしか無かったからかも知れない。ラジ

オはあったが子供番組などは無かった。わずかばかりの小遣いを持っていたとしても、学校からは、例へ１

銭たりともお国の為に貯金しろときつく言われていた。私は叔父さんがとても好きだった。遊びに来ると必

ず本を買ってきてくれた。だから叔父さんが帰る時は、「この次、いつ来るの」と必至で約束を取り付けた

ものだった。 

 そんな訳で、唐丹基金をそこそこにして唐丹小学校へ、毎月、本を贈ることにした。ただ気掛かりだった

のは今年中学へ進学した、たった１人の私の孫も少しずつ本離れして、パソコンやアイパットに夢中になっ

ているのを目にして、唐丹の子供達は読んでくれているのかな、という思いが無かった訳ではない。しかし

図書室に入ると懸念は吹っ飛んだ。部屋の半分ほどに洒落た金属製の書架が並んでいる、棚にはかなりの本

が納められており、子供達も本を読んだり、読書指導の先生の話を聞いたりしていた。壁には読後の感想文

などが貼りだされている。何よりも清潔感のある落ちついた雰囲気がよい。 

 

○終わりに 

また、階段室の上部の廊下の突き当りに

は、先日贈った本が「今月の新刊」として

展示されていた。先生方の心遣いに感謝し

たい。いずれにしても高舘千枝子さんが、

この活動を始めなかったら、そして、堀泰

雄さんがパートナーを引き受けなかった

ら。私は唐丹の名さえ知らずにいただろう

と思う。水面に落ちたひと滴が波紋を広

げ、世界へ広がるものだと、この年になっ

てやっと知った。喜ぶべきかな・・・・・。 



 

    ・・・・ 

 

★後藤 義治（北海道札幌市） 

お元気でご活躍の事と存じます。 

急な話ではございますが。 

今月 15 日午後 5 時少し前に盛岡に着き、

ホテル東日本に 1 泊し 16 日昼少し前、出

発する予定です。 

もし、時間がマッチすればお会いして少し

お話をしたいと思っていますがいかがでし

ょうか。 

ご連絡くだされば幸いです。 後藤義治 

 

 

★伊藤 富美子（群馬県高崎市） 
希望基金「2016 年のごあいさつ唐丹小中」、吉富の折鶴：かわいい一年生とうれしいお便りを落手致しまし

た。お手数をかけました。有り難く、申し訳なく思います。 

「巡礼の旅」京都→岡山備前 坂口氏のハソウと思わぬつながりが増えていって、驚きました。 

千枝子さまが、健康で、計画とハプニング？とを こなしていかれる事をおよろこびし、これからも、計画

がよく実現されますように祈念致します。 

「これからの巡礼の日程」のうちハソウを、是非、聴きたいです。 

10 月の備前の会場に行けたらと思います。11 月の集いは楽しみです。暑くなります。ご自愛を！ 

 

 

★道場 義子（滋賀県近江八幡市） 

お陰様で昨日初めて鎮魂の歌をコカリナで披露させていただきました。 

堀様から頂いた楽譜を 3 ヶ月間「コカリナ鳰の会」で練習いたしました。私達のグループには伴奏者が居な

いので、いつも練習時に YOU  TUBE のピアノ伴奏をかけておりました。 

つい最近 YOU  TUBE で牧野様の映像付きの鎮魂の歌を見、これだ！と思いました。会衆の皆様が歌われ

るのにはピアノ伴奏だけでなく、歌詞も映像もあるともっと良いのではないか！  

そこで発表まで一週間しかなかったのですが高館様からも牧野様にメールをしてくださり、迅速に DVD を

送っていただきました。 

 

そして、昨日その映像を映しながらコカリナの演奏が出来たのです。 

演奏しているビデオを撮る前に一度会衆の皆さんと練習しました。そして本番の映像と伴奏、歌詞が映し出

され、コカリナも一緒に演奏しました。良い感じでしたが、殆ど声が聞こえてこなかったので、3 番はコカ

リナを止めて私達も一緒に歌ったのです。 

歌い終えると感動とあの時を思い出し涙ぐんでおられる方もありました。 



陸前高田の松原は江戸時代に植えられた樹

齢 300 年以上の松もあったと聞いておりま

す。流された松原の松、奇跡の一本松もやが

て枯れました。しかし、全国のコカリナ愛好

者達がそれらの松からコカリナ作りの為に

寄付し、陸前高田の小学校の児童達にプレゼ

ントいたしました。高田松原は無くなってし

まいましたが、300 年かかって作り上げられ

てきた音です。それがコカリナになり、皆で

吹いたら松原がもう一度音として立ち返っ

てきます。こう考えると希望に繋がっていく

のではないでしょうか⁈私達もその思いを持

って被災者に寄り添っていけたらと思います。 

 

この様な思いで鎮魂の歌をコカリナで演奏いたしました。 

演奏させていただき、私達も大きな、大きな祝福を受けました。感謝でした。 

YOU TUBE：https://m.youtube.com/watch?v=r8biU--GLcI 

 

★高野 かずみ(神奈川県横浜市) 

こんにちは！   ギガンチウムが 700 株とは凄~い！！！  

 地中にお金が埋められているような感じですね。 

我が家では毎年のように買い足していますが殆んど年越ししません。 

10 球根ほど戴けたら非常にウレシいです。  

現在 6 株咲いています。頭の部分が徐々に大きくなっていきます。 

 

 

★牧野三男（神奈川県横浜市） 

汲めども尽きぬ地下水のように、高館さんの命の水はジワリジワリと多くの人たちの心に浸透して行くこ

とでしょう。  牧野三男 

「地下水」      三浦 所太郎 

大宇宙の中で 

無私 無所有の私を知りました 

与えられているのは 

                 良心と人格の地下水だけです 

この地下水は 

                 友情 仲間 信頼を内容とします 

https://m.youtube.com/watch?v=r8biU--GLcI


これは誰にも唯で与えられている 

                 地下水であることを知りました 

しかし歴史の中の不安と不幸は 

                 この地下水の汚染と枯渇のくりかえしでした 

地下水を清く保ちたい 

                 地下水の交わりを強くしたい 

これは私の小さくて大きい祈りです 

                 そして 行動です  

 

★佐藤 秀雄（埼玉県川越市） 

何も手助けもせぬのに、唐丹便りを届けて頂き心苦しく、常々、自分の力の無さを歯がゆく思っておりま

す。4 月に頂戴いたしました子供達の滑り台の写真、子供達の笑顔に、自分が落ち込んだりすることの多い

日常を恥じる次第です。弱気に陥る自分が恥ずかしくなります。  

私の故郷、新潟の通った小学校も中学校も既に廃校になり、また、200 軒近くあった集落も 10 軒少々で

す。唐丹がこれからも続くことを念じ、高舘様、堀様のご健勝を祈る次第です。 

付記したき事は、中越地震に始まり阪神、東北、更に、熊本と大地震が続いております。原発に対すると

らえ方に人の間に差があるかも知れませんが、地球の為に、子供や孫の為に、親ならば廃止に立ち上がるべ

きと、働きかけて行きたいと思っております。 

 

 ☆「子や孫に きれいな星と 明日の朝 

                 与えし事は 親のつとめと」 

☆ 「親ならば 子供に示せ 愛と明日」 

 

 

★田井 恵美子（岡山市東区） 

唐丹便りをありがとうございます。 

卒業式の様子やこどもの成長はその名のように希望が見えてきます。 

わずかですが郵便局で送金しました。少しでも足しになれば嬉しいです。 

深夜便の放送を聞きました。 

静かな決然とした覚悟が伝わってきます。胸を打ちます。 
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Mail- Address : tchieko@cocoa.ocn.ne.jp 

֓қ 10,000 人  

参加者 9,352 名  

毎月末に更新予定 

(2016・６・23 現在)  

6 月 23 日（木）河東 智子（唐丹町） 

片川交流会でキャロル・サックさんのハープの伴奏に合わせて、「鎮魂の歌」を出席者 50 名で歌いました。 

 

６月１２日（日）嶋沢純子（京都） 

6月 11 日(土)、歌声コスモスでは １５名で鎮魂の歌を 合唱しました。 

登録をよろしくお願いします。 

 

6 月８日（水）町田 浩子 

6 月 1 日（水） 「紫蘭山を歌う会コーラス」の 20 名で「鎮魂の歌」を歌いました。 

 

5 月 31 日（火）ふれあい楽舎コカリナコンサート： 道城 義子 滋賀県近江八幡市） 

湖南市のふれあい楽舎でコカリナを演奏しました。鎮魂の歌も牧野様の送っていただいた映像を見ながら吹きま

した。一度練習して本番に入ったのですが、中々大きな声がでなかったので急遽私達がメインになり 3 番だけで

も歌うことが出来、皆様に喜んで頂けたと思います。今日は参加数 21 名でした。本当に良い時でした。 

矢張り、映像があり震災を思い起こして、泣いておられる方もいらっしゃり、心を寄り添うことが出来たので

はないかと目的達成感があり、これからもずっと続けて行きたいと思っています。 

YOU TUBE：https://m.youtube.com/watch?v=r8biU--GLcI 

 

5 月 27 日（金）町田 浩子 

5月 18 日（水）‶紫蘭会山を歌うコーラス″の 18 名で「鎮魂の歌」を歌いました。 

 

 

☆NHK ラジオ深夜便明日への言葉 「世界へ広がれ鎮魂の歌」 

2016 年 3月 3 日放送 https://www.youtube.com/watch?v=o0s7ZZU9T8M 

 

☆ [ 楽 譜 ] 「鎮魂の歌」日本語版  （.pdf requiem-japanese へのリンク）   

   「鎮魂の歌」エスペラント版 (.pdf reqiuem-esperanto へのリンク） 

    「鎮魂の歌」二部合唱譜   （.pdf requiem-japanese-two-parts へのリンク） 

mailto:tchieko@cocoa.ocn.ne.jp
https://m.youtube.com/watch?v=r8biU--GLcI
https://www.youtube.com/watch?v=o0s7ZZU9T8M
http://www10.plala.or.jp/yasnoli/eec/requiem-japanese.pdf
http://www10.plala.or.jp/yasnoli/eec/requiem-esperanto.pdf
http://www10.plala.or.jp/yasnoli/eec/requiem-japanese-two-parts.pdf


「鎮魂の歌」ピアノ伴奏付き楽譜(.pdf requiem000 ) 

 

☆ 初音ミクが歌う「鎮魂の歌」 

日本語版 http://youtu.be/9inykwxk_CU  (YouTube) 

エスペラント版 http://youtu.be/07MY6_22nww  (YouTube) 

 

☆ 登録と共に「鎮魂の歌」演奏者から届いた動画（2012 年 10 月以降の資料から） 

☆｢鎮魂の歌｣オカリナ演奏：庄子春治  http://www.youtube.com/watch?v=_HpD_xHfmeA 

☆サカイカラオケ教室｢鎮魂の歌｣：酒井清雄  http://www.youtube.com/watch?v=SFvrPS5eslY 

☆｢鎮魂の歌｣カラオケ版：酒井清雄  http://www.youtube.com/watch?v=TXYGr7Fj38A 
☆｢鎮魂の歌｣大正琴演奏：カナダ、Mary Hirtzel  http://youtu.be/XNQ0t4XHei8 
☆京都から“鎮魂の歌”届けます：嶋澤純子  http://www.youtube.com/watch?v=r5avvAVG0IE 

 2013 年 3月 9 日演奏：http://www.youtube.com/watch?v=S3w7w5zvjv0 

  2013年 4月 13日演奏：http://www.youtube.com/watch?v=NN7DIQJCuxA 
☆｢鎮魂の歌｣2012 年 2 月～3 月のリレー演奏：牧野三男  http://youtu.be/I8lVEFlzInE 

・男   http://www.youtube.com/watch?v=DNXZl8OuNGc 

☆USA Community choir：http://www.youtube.com/watch?v=EPbmruiX3H8 

☆メリー・ハーツエル（カナダ在住）：英語歌詞版譜 .pdf requiem_english_music2013_4_22 

☆第 2回山岸ルツ子東日本大震災チャリテイーコンサート（会場：カナダ バンクーバー クライスト・

チ  

ャーチ大聖堂）http://www.youtube.com/watch?v=BLHrQIYoKnY&feature=youtu.be 

☆東日本大震災復興支援コンサート「 想い出を彩る心の歌」平塚中央公民館大ホール（代表：岩崎由紀子）   

http://youtu.be/GhgS8bQ8Nn4 

☆【GUMI】東日本大震災犠牲者に捧げる「鎮魂の歌」: https://www.youtube.com/watch?v=9IDmSeWG8Rc 

☆男声合唱団コールＭ第３５回定期演奏会 指揮：太田代政男東日本大震災犠牲者に捧げる「鎮魂の歌」  

昭和 8年三陸大津波「復興の歌」http://www.youtube.com/watch?v=ifeCThRq-Is 

☆Megpoid Engish による「鎮魂の歌（エスペラント）制作：ROKMSAI http://youtu.be/ubFqipTIFrg 

☆[GUMI] "Rekviemo" al la viktimoj de la Granda Tertremo en la Orienta Japanio  

  http://www.nicovideo.jp/watch/sm21232471 

 2  Mount Olivet Lutheran Church  North Vancouver  

 

http://www.youtube.com/watch?v=wa79Tf9lyFw  

☆3 月 16 日に城陽市で開催されました“大正琴の祭典”での鎮魂の歌の模様をお送りいたします。 

http://www.youtube.com/watch?v=cKR4HcLtFyo 

☆アンサンブルコスモス -鎮魂の歌-2014/11/8 

https://www.youtube.com/watch?v=HgtwAoaDnUc 

☆アンサンブルコスモス -鎮魂の歌-2014/12/13 

https://www.youtube.com/watch?v=ohC6RnnTvG4 

☆「鎮魂の歌」釜石市唐丹町盛岩寺演奏、横浜演奏 牧野 三男 2015 年 7 月 28 日  

・http://youtu.be/vfiqSJchsdQ（盛岩寺演奏） 

・http://youtu.be/yjWkdUVgTUU（横浜エスペラント会：日本語） 

・http://youtu.be/axlOC60IiZk（横浜エスペラント会：エスペラント語） 

・3曲まとめたものは 

http://esperas.info/index.php?QBlog-20150727-2 に載せました。 
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☆「鎮魂の歌」Esperanto 版  “Rekviemo”   

指揮：牧野三男 演奏：ハマロンド歌唱グループ 

https://youtu.be/FYy_khGt_Xk 

☆京都 歌声コスモス「鎮魂の歌」（2016 年 4 月 8 日） 

KinkoMusicSchool ： https://www.youtube.com/user/KinkoMusicSchool 

 

☆  道城 義子：滋賀県近江八幡市 2016 5 31  

https://m.youtube.com/watch?v=r8biU--GLcI 

 

☆エスペラントで歌う日本の歌 第 102 回日本エスペラント大会（仙台）分科会より 指揮：牧野三男（2016 年 6 月 10 日） 

https://youtu.be/1axfoXiuBtA 

 

 

Ẏ ד  

作詞:堀泰雄  作曲:山田哲夫 歌:前橋女声合唱団 

1、Ƽᴳʹǵ ǒȐʫ ǿƽ"De la maro de Tooni al la tuta mondo" 

https://www.youtube.com/watch?v=oCf_c7okiQU 

2 「私はもう泣かない」https://www.youtube.com/watch?v=DrvpbbhFcBE 

3、「希望の飲むヨーグルト」https://www.youtube.com/watch?v=PKnMcP0hNyU 

4、「一生懸命私は生きる」https://www.youtube.com/watch?v=MM0PYDXwztQ 

5、4曲公開版のリンク：https://www.youtube.com/channel/UCGdxMHtOaBmdTXUZMMCUkKg 
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